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会 議 録 

 

会議名 第４回 深谷市環境審議会 

開催日時 
令和 4年 11 月 1日（火） 

午後 2時 00 分～午後 3時 30 分 

開催場所 深谷市役所 災害対策本部室 

出席者 
審議会委員：別紙（委員名簿）のとおり 

事務局：環境水道部（小林、野中）、環境課（橋本、須藤、伊藤） 

会議事項 

 議事 

（１） 深谷市環境基本計画（案）について 

（２） 深谷市環境基本計画（案）に対するご意見の募集（パブリックコメント）

について 

会議の経過 別紙のとおり 

会議資料 

 次第 

 深谷市環境基本計画（案） 

深谷市環境基本計画（案）」に対するご意見の募集（パブリックコメント）に

ついて 

その他の事項 
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別紙 

会議の経過 

発言者 議題・発言内容（趣旨） 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

１開会 

 

議事１ 深谷市環境基本計画（案）について 

（事務局より深谷市環境基本計画（案）について説明） 

 

 

所々重点施策の星印のマークがずれているのは印刷ミスだろうか。 

 

おっしゃるとおりである。印刷機を変更した関係でずれてしまっている。データ上は

問題ないので、計画書として印刷するときはずれはなくしていく。 

 

温室効果ガス排出量の実績で、温室効果ガス排出量が 19％下がったとあるが、市全体

の排出量はどのようにして算出しているのか。 

 

環境省で毎年温室効果ガス排出量を出しているので、その数値をもとにしている。 

 

 

温室効果ガス排出量が減ってきているが、このことに対し実感はあるのか。深谷市で

こういった取り組みを行ったから減ったといった要因があれば教えて欲しい。 

 

 

今回の温室効果ガス排出量の減少には諸々の要因があるが、電気使用に伴う排出量に

おける温室効果排出係数の減少によるものでもあると考えている。 

 

 

生活の三要素、衣食住と環境を考えたときに、資金面の調達が課題となっている。住

宅の改装を考えたときに、建屋の耐用年数は伸びているにもかかわらず、銀行の融資

は新築のみなど制約が多い。市政の普及啓発も大事だが、経済の面から考えていくこ

とも大事であると考える。 

 

おっしゃる通り、温室効果ガス排出量削減を考えたときに、現状省エネ家電の普及な

どで温室効果ガス排出量の削減を考えているが、いただいたご意見についても参考に

させていただく。 
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

削減を実施していくと、最初は順調にいくと思うが、だんだん減らなくなっていくと

思う。そうなったときに、脱炭素を目標としている以上、何かしら転換が必要である

と考える。革新が起こらないと実質ゼロは難しいのではないか。 

 

将来的なものとしては、例えば 2030 年にはガソリン車の販売を行わないことや、東

京都の新築には太陽光発電システムを設置しなければならないとなっている。それが

国レベルで進んでいくか、市だけでは難しいので、民間で頑張っていくしかないが、

制限を設けすぎては会社がつぶれてしまうので、限界がある。どうしても基本計画な

ので方針を示すことしかできない。具体的なことは市の事務事業の取り組みのみであ

る。 

 

気温の偏差とあるが、本文の内容と合っていない。図を追加するか、詳しい説明が必

要であると思う。 

 

ご意見ありがとうございます。ご意見を参考に検討させていただきます。 

 

議題２ 深谷市環境基本計画（案）に対するパブリックコメントについて 

（事務局より深谷市環境基本計画（案）に対する意見募集について説明。） 

 

計画書の意見募集ということで、膨大な量となるので計画の体系などをわかりやすく

した概要版も一緒にパブコメにかけられたほうがよいと思う 

 

ご意見ありがとうございます。また、今後のスケジュールを説明させてもらったが、

今回の意見を受けた修正の確認は会長一任ということでよろしいか。 

 

（委員了承） 

 

３その他 

（今後の委員会の開催予定について事務局より説明） 

 

４閉会 

 

 

以上 

 


